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【愛知】麻酔科医の大幅増員が功を奏し、病院全体で3億円増収に寄与-名原功・春日井市民病院麻
酔科主任部長に聞く◆Vol.2
麻酔科医は2026年度20人体制の見込み、麻酔科管理症例数は約3200例になると予想

2026年2月16日 (月)配信 m3.com地域版

　2023年4月に春日井市民病院（愛知県春日井市）の麻酔科・救命救急センター集中治療部主任部長に就任した名原
功医師は、働き方改革と研修体制の充実に取り組み、当初2人だった麻酔科医をわずか2年間で15人へと大幅に増員さ
せることに貢献。その結果、麻酔科管理症例数も約1000例増加した。麻酔科医増員に向けた取り組みの概要や工夫し
た点、今後の展望について名原氏に話を聞いた。（2025年12月9日オンラインインタビュー、計2回掲載の2回目）

▼第1回はこちら

若手医師たちを指導する名原功氏

麻酔科の業務を徹底的に言語化、再現性のある学びが可能に

――麻酔科医増員に向けた取り組みによって、若手を中心に採用希望が殺到したそうですね。そこからどのような人
材に絞ったのでしょうか。

　「麻酔科医にとって理想的な環境をつくる」という理念を一貫して追求してきた結果、若手麻酔科医から多くの応
募をいただきました。採用に当たって重視したのは、「素直で、学ぶ姿勢を持っていること」です。

　さらに、最も大切にしたのが「教育に前向きであること」でした。私自身、これまで勤務してきた病院で麻酔科の
魅力を伝え、多くの教え子を各地へ送り出してきたという実感があります。だからこそ、自分が学んだことを後輩へ
と継承していける人材を求めました。募集方法としては、口コミで関心を持ってもらったり、メーリングリストを活
用したりしています。

――麻酔科医の教育体制について教えてください。

　麻酔科は、他診療科に比べて暗黙知、経験知の領域が多く、専門性や魅力が外部に伝わりにくい面があります。そ
のため、まずは麻酔科が得意とする分野を徹底的に言語化することが重要だと考えています。私は京都大学大学院で
体系的にEBMを学びましたが、その経験を生かし、エビデンスはもちろんのこと、暗黙知になりがちな「エキスパー
トにしかできない思考やノウハウ」を言語化し、教育可能な形に落とし込んできました。



　指導において私が重視しているのは、臨床のプラクティスを「すべき（Should）」「した方がよい（Better）」
「私はこうしている（Style）」という3つの層に分け、意識的に区別して伝えることです。実際、十分なデータがあ
り「すべき」と言い切れる事柄は全体の約2割程度に過ぎません。むしろ、もっと少ないかもしれません。「した方が
よい」と言える内容は4～5割ほど、残りは個々の工夫と考えといった「私はこうしている」に相当します。

　このように整理して伝えることで知識の位置づけが明確になり、再現性のある学びが可能になります。結果とし
て、指導を受ける側が混乱せず納得感を持って臨床に取り組める環境につながっていると感じています。

春日井市民病院麻酔科の医師たち

若手医師はタイパ・コスパ重視、組織もそれを尊重

――現代の若手医師には、どのような考え方を持つ人が多いという印象をお持ちですか。

　どの業界にも共通する傾向かもしれませんが、タイムパフォーマンスやコストパフォーマンスを重視し、限られた
時間の中でいかに効率よく成長できるかを大切にしている人が多いと感じます。社会的な名誉よりも、私生活の充実
や将来の安定性への関心が高い点も特徴ですね。

　そうした価値観にフィットする環境を整えられたことが、当院で麻酔科医を大幅に増員できた理由だと思っていま
す。当麻酔科では、「価値観の多様性を認め合い、各々のウェルビーイングを追求する」をコンセプトに掲げていま
す。例えば、業務外の時間は完全に自由とし、創立間もない小中学校の運営に携わる医師や、ボランティア活動、子
育て、介護、経営の勉強、研究、論文執筆など、麻酔科医一人一人の多様な活動を尊重しています。



フリーアドレスを導入

――約2年間にわたる麻酔科医増員の取り組みによって、どのような成果や変化がありましたか。

　麻酔科医は2人から15人へと増員し、2026年度には20人体制となる見込みです。それに伴い、麻酔科管理症例数も
1770例から2026年度には約3200例に増加すると予想しており、ICUも24時間私たちが管理するようになります。

　また、新たに専門医2人によるペインクリニック外来を週3日で開始し、脊髄刺激療法（SCS：Spiral Cord
Stimulation）なども含めた各種神経ブロック治療も実施しています。将来的にはセンター化し、毎日診療を行う体制
を整える予定です。麻酔科だけでなく、他の診療科でも医師数が増えました。さらに、手術支援ロボットHugoと
Makoがそろったことで、低侵襲かつ、より質の高い手術の提供が可能になっています。

　これらの取り組みの結果、病院全体としては概算で約3億円の増収に寄与することができました。

病院の枠を超えて新しい麻酔科医の働き方を提案していく

――今後の抱負を教えてください。

　麻酔科組織の構築やICU・ペインクリニックの立ち上げを通じて、10年先を見据えた理想的な麻酔科の形を実現す
ることができました。これらの取り組みにおいては医療の質の向上だけでなく、常に効率性やコストを意識しながら
組織の設計・運営を行ってきました。

　病院単位ではなく地域全体での効率化が求められる時代において、医師・病院・患者全てにとって価値ある「Win-
Winの関係」を目指す。併せて、多様な価値観と専門性が最大限に生かされ、高い質を維持しながらも無理のないコ
スト構造を持つ医療を実現できる、新しい麻酔科医の働き方を提案していくというのが今後の抱負です。

　こうした取り組みの具体的な内容にご関心のある方、特に今後のキャリアの方向性に悩まれている麻酔科の先生方
や、麻酔科医不足への対応、ICU運営のあり方について課題意識をお持ちの病院幹部の皆さまは、ぜひお気軽にお声
がけください。今後も医療の現場と社会の双方にとって価値ある取り組みを発信し続けていきます。

◆名原 功（なはら・いさお）氏

2007年に名古屋市立大学医学部医学科卒業後、名古屋第二赤十字病院、岡山大学病院、名古屋市立東部医療センターに勤
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記事検索

院麻酔科および救命救急センター集中治療部主任部長。麻酔科専門医・指導医、集中治療専門医、心臓血管麻酔専門医・
指導医、社会健康医学修士（MPH）。
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